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ゆいレールや舞浜リゾートラインなど、新しい路線には「カッ

コいい」車両がたくさん走っていて、注目を浴びています。し

かし、昔ながらの路線には非常にユニークで愛らしい車両

（敢えて「カッコわるい」といいます＝もちろんほめ言葉です）

もたくさん走っています。

その、未来の乗り物なのに「カッコわるい」という、ある種

硬派な生き方はとても面白く、個人的にぜひ乗っていただ

きたいものをいくつか挙げさせていただきます。

・ユーカリが丘線（千葉県）
なんと言ってもこの車両のボディーは個性的。流線型の

フォルムながら正面の窓が片面で、なおかつ側面の窓はバ

ス窓風な窓を採用していて「カッコわるい」。愛称の「こあら

号」も、とてもユニーク。

・湘南モノレール（神奈川県）
湘南モノレールは懸垂式で、文字の通り懸垂をするように

レールからぶら下がって走るモノレールである。その見た

目が、床面をすっぽり露出しながらで走っていて「カッコわ

るい」。しかも単線！つまりローカル線ぽいシステム。 未来

の乗り物なのに単線！しかし、行き違いのできる駅をたく

さん作ることにより、たくさんの列車を走らせることに成功

している。

おまけとしての注目は、湘南モノレールのプラレール。線

路を縦につなぐという斬新な発想で、見事に懸垂式モノレ

ールを再現していて、ぜひおススメです。

・ニューシャトル1050系（埼玉県）
切妻面の顔と、角張った車両はまさに「箱」！東北新幹線

とぴったり並走しており、斬新なスタイルの新幹線の横をマ

ッチ箱のような車両が一緒に走るシーンは、非常に「カッコ

わる」くとても愛らしい。

・ゆとりーとライン（愛知県）
ガイドウェイバスという、バスが高架上の軌道を走るシス

テムがあまりにも珍しく「カッコわるい」。バスそのものが軌

道を走るという実に奇妙な風景。運転士さんの確認歓呼

が、バスなのに電車っぽい！興奮する私がいちばん驚いた

のは、お客さんが何の不思議もなく乗っていること。よく考

えると、地元の方にはこのシステムが日常だから至極当然。

生活の一部なのです。

まだ「未来の乗り物なのに…」というシーンはいくつもあ

るのですが、共通して言えるのは「未来＝全自動、コンピュ

ーター制御」という無機質なイメージの裏には、実に人間っ

ぽいぬくもりがあるということです。

全国の中量軌道システムは狭い地域でそれぞれ独立して

展開しているため、各路線はそれぞれ進化し、いろいろな

形で開花して、路線独自のキャラクターを構築しています。

そういった視点でみると、単なる乗り物という交通手段の

陰から、さりげなく顔を出している愛情あふれる個性的な

表情に出会うことができますので、ちょっと気にしてみてい

ただければと思います。
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2011年3月、九州新幹線が開業し、北は青森から南は鹿

児島まで新幹線で結ばれました。

最高速度は時速300km、グリーン車のさらに上のグレー

ドの座席「グランクラス」も誕生しました。また在来線では豪

華寝台列車「カシオペア」や「トワイライトエクスプレス」などが

人気を博し、連日満席になっています。それ以外にも、省

エネルギーで走れる列車、定員数がものすごく多い列車、

昔からずっと走っている車両、日本全国にはそれぞれ個性

豊かな列車がたくさん走っています。

しかし、今回のテーマの「中量軌道システム」の全国の各線

には、さらに数倍の個性的な車両が、たくさん走っています。

子どものころ読んでいた図鑑には、「未来の交通システ

ム」ということで紹介されていた中量軌道システム。21世紀

になり、新交通システムがいろいろな場面で登場する時代

となりました。「現在」が「未来」に追いついた21世紀、中量

軌道システムの魅力は「現在」と「未来」との混在、「生ハムメ

ロン」の原理だと思います。

今注目は「カッコわるい」車両です。開業したての沖縄の
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